
栄えある受章おめでとうございます

高
等
技
能
訓
練
促
進
費
等
事
業

　

母
子
家
庭
の
母
親
、父
子
家
庭

の
父
親
が
就
職
に
有
利
な
資
格（
看

護
師
、介
護
福
祉
士
、作
業
療
法

士
、理
学
療
法
士
、保
育
士
な
ど
）

を
取
得
す
る
際
、そ
の
養
成
訓
練

の
受
講
期
間
の
う
ち
、３
年
間
に

つ
い
て
訓
練
促
進
費
を
支
給
し
ま

す
。

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
事
業

　

母
子
家
庭
の
母
親
、父
子
家
庭

の
父
親
が
指
定
教
育
訓
練（
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
や
医
療
事
務
な
ど
）を

受
講
す
る
に
あ
た
っ
て
支
払
う
入

学
料
お
よ
び
受
講
料
の
合
計
額
の

２
割
相
当
額（
２０
万
円
を
上
限
）を

支
給
し
ま
す
。

　

母
子
や
父
子
、寡
婦
の
か
た
に
、

そ
の
経
済
的
自
立
や
子
ど
も
の
福

祉
を
図
る
た
め
、低
利
ま
た
は
無

利
子
で
資
金
を
貸
し
付
け
る
制
度

で
す
。

　

貸
し
付
け
の
種
類
は
、修
学
資

金
、住
宅
資
金
、事
業
開
始
資
金

な
ど
１２
種
類
あ
り
ま
す
。

　

母
子
や
父
子
、寡
婦
を
対
象
と

す
る
母
子
寡
婦
福
祉
会
は
、お
互

い
の
交
流
と
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て

励
ま
し
あ
い
、支
え
あ
い
な
が
ら

母
子
父
子
寡
婦
福
祉
の
向
上
を
図

り
、会
員
の
み
な
さ
ん
が
生
活
上

の
困
り
事
や
悩
み
を
克
服
す
る
力

を
培
わ
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
る

自
主
的
な
団
体
で
す
。

問
合
せ
先　
鳥
羽
市
母
子
寡
婦
福

祉
会
会
長　
中
世
古 

和
美　
氏

自
立
支
援
事
業
と
は

福
祉
資
金
貸
付
と
は

鳥
羽
市
母
子
寡
婦
福
祉
会

　地域の持つ伝統的な歴史・文化や生活習慣の良さを
子どもが受け継いでいくことを教育に取り入れてきま
した。また主役の子だけが脚光を浴びるのでなく、陰
で頑張っている子を評価することに心掛けてきまし
た。今では、その教え子たちの成長を見るのが楽しみ
です。
　長年ご支援いただきました教育関係者、地域のみな
さま、そして教え子に心より感謝いたします。

　大学卒業後35年間、県内の小中学校で教諭や校
長、南勢志摩教育事務所で指導主事や所長を務めら
れ、教育の推進と地域の発展に尽力されました。

川村　光德さん（78）鳥羽3丁目
元　公立小学校長

受章の声

瑞宝双光章

　昭和47年から平成13年までの27年間、県から委嘱
を受けて国家資格である配管技能検定の検定委員とし
て、長年にわたり忠実に職務を全うされました。

　この度の受章は、私のような者がいただけるとは夢
にも思っていなかっただけに、心底、嬉しいです。
　78年の人生を振り返り、与えられた職務をコツコ
ツと続けることをモットーにして参りました。努力と
は続けることであり、継続は自信・力となり、いつか
は報われるものだと思っています。
　今日まで支えていただいたみなさまに感謝申し上げ
ます。

竹田　正道さん（78）大明西町
竹田工業所代表取締役

受章の声

瑞宝単光章
教育功労 技能検定功労

ひ
と
り
親
家
庭
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援
室　
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